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研究の概要 

バレーボールでおこる外傷のリハビリテーションと予防について 

 

バレーボールにおける外傷は、選手が常に激しい身体的な

活動をおこなうことから発生しやすい。ジャンプの着地や急

制動の反復が、下肢や上肢に慢性的な疾患を引き起こす原因

となる。これには関節への負担や筋肉の不均衡が含まれ、適

切な治療やリハビリテーションが必要となる。 

 

急性外傷では、ネット際での相手との接触やボールとの強

い接触が挙げられ、これにより捻挫や骨折などが発生し、迅

速な治療が求められる。 

 

外傷の治療やリハビリテーションに加え、予防の観点から

各部位に身体的機能評価をおこない、特に慢性的な疾患のリ

スク因子抽出することで、要因を特定し適切なリハビリテー

ションをおこなうことで、再発のリスクを低減することがで

きる。競技者の健康とパフォーマンスの両面を向上させるた

めのアプローチが必要であると考える。 

 

・日本柔道整復接骨医学会所属 

【学会発表】 

・「柔道整復師を目指す女子大学生の現状と課題」 

【書籍】 

・柔道整復師 Clinical Text（P.8,P.70～87） 

 

クラブ活動や中学・高校・大学などのバレーボールチームにおける外傷予防となる。 

 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=9c85570cf780646a520e17560c007669&lang=ja&st=researcher

